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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
二
〇
〇
八
年
四
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
日
ロ
首
脳
会
談
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
会
談
に
お
い
て
、
福
田
内
閣
総
理
大
臣
と
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
（
当
時
）
（
以

下
「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
」
と
い
う
。
）
と
の
間
の
率
直
な
意
見
交
換
を
通
じ
、
両
首
脳
間
の
個
人
的
な
信
頼
関
係
を
構
築
す

る
こ
と
が
で
き
、
日
露
関
係
を
幅
広
く
更
に
進
展
さ
せ
て
い
く
基
礎
を
築
い
た
と
評
価
し
て
い
る
。

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
会
談
に
お
い
て
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
話
合
い
の
上
に
、
今
後
と
も
平
和
条
約

の
締
結
に
関
す
る
交
渉
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
も
日
露
関
係
を
全
般
的
に
進
展
さ
せ
て
い
き
た
い

旨
述
べ
た
。
ま
た
、
福
田
内
閣
総
理
大
臣
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
平
和
条
約
の
締
結
に
関
す
る
交
渉
に
関
し
、
こ
れ
ま
で

の
諸
合
意
及
び
諸
文
書
に
基
づ
き
、
双
方
が
受
入
れ
可
能
な
解
決
策
を
、
首
脳
レ
ベ
ル
を
含
め
、
今
後
と
も
話
し
合
っ
て
い

く
こ
と
で
一
致
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
進
展
が
見
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
考
え
で
あ
る
。
御
指
摘
の
諸

文
書
は
、
御
指
摘
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
発
言
に
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

一



五
及
び
六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
会
談
に
お
い
て
は
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
協
力
、
平
和
条
約
の
締
結
に
関
す
る
問
題
、
幅
広
い

分
野
で
の
協
力
、
国
際
情
勢
等
に
つ
い
て
率
直
な
話
合
い
が
行
わ
れ
た
。
外
務
省
と
し
て
は
、
福
田
内
閣
総
理
大
臣
は
、
メ

ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
・
ロ
シ
ア
連
邦
第
一
副
首
相
（
当
時
）
と
の
間
で
個
人
的
な
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
の

印
象
を
持
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

二


